
専門高校生による海外インターンシップ事業（担当課：高校教育課）

本県産業界の発展に貢献するグローバルな人材を育成するため、商業を学ぶ専門高校生１３名
（３９名の応募者の中から選抜）に対し、海外派遣研修に係る費用の一部を助成しました。１３
名は、昨年１０月６日から１０泊１３日間の日程（台風１９号接近の影響で５日間延長）でニュ
ーヨークとロサンゼルスを訪問しました。ニューヨークでは、城南町にある台信商店の現地法人
Dainobu USAで店舗視察及び意見交換を行った他、ウォール街や国連本部等を視察しました。ま
た、ロサンゼルスにおいては、味千ラーメンの現地法人Ajisen USAにおいて工場視察、店舗視
察、意見交換を行ました。高校生は、現地に合わせた店舗展開やメニュー開発等、ビジネスの視
点から学習を行ったほか、現地の高校生徒の交流活動を行う中でコミュニケーション力の必要性
を学びました。

本研修の成果は、熊本県産業教育振興会の産学懇談会等にて報告をしています。

海外研修の内容

助成対象者の声

期日※現地時間 研修内容 研修場所

10月 6日(日) 熊本空港発（出発式）→羽田空港→ミネアポリス空港→ニューヨーク空港 ニューヨーク

10月 7日(月) ●ニューヨーク市観光局視察 ●国連本部視察 ●熊本県人会の方との交流会 ニューヨーク

10月 8日(火) ●ウォール街視察（グランドゼロ、ウェストフィールドトレードセンター）
●Dainobu USA １号店・2号店視察、セントラルキッチン視察

ニューヨーク

10月 9日(水) ●ニューヨーク→ロサンゼルス ●ザ・グローブ視察 ロサンゼルス
10月10日(木) ●JETRO ロサンゼルス事務所視察

●AJISEN USA 工場及びセントラルキッチン、店舗視察
●トレーダージョーズ視察→ウォルマート視察→ホームデポ視察

ロサンゼルス

10月11日(金) ●Valley Christian High School 学校交流 ●サンタモニカプレイス視察 ロサンゼルス

10月12日(土) ●ロサンゼルス空港で、台風１９号が羽田空港接近のため、フライトキャンセル ロサンゼルス

10月13日(日)～
10月18日(金)

●13日～16日ロサンゼルスにおいて施設視察研修
●17日～18日ロサンゼルス空港→ミネアポリス空港→羽田空港→福岡空港→熊本駅解散

ロサンゼルス

●アメリカはIoT技術を使ったサービス進んでおり、Amazon Goでは、
無人の店舗で商品を購入することができ、ウォルマートでは、スマホで
商品を注文し、店舗で受け取る「ピックアップ」が導入されていました。
私たちは、アメリカの常に新しい技術に挑戦する姿勢を見習い、今後、
日本でもIoT技術の活用が成功の鍵になると感じました。

●国連本部で印象的だったのは、２階ロビーの大きな絵画です。左から右
にかけて国連の歴史が表現されており、世界平和の歴史が重く伝わって
きました。国連本部は会議を開くだけの場所だと思っていましたが、
世界の平和や環境問題について、私たちの意識を大きく変えました。

●海外で活躍されている熊本県出身の皆さんが口を揃えて言われていた
のは、「何事にも目標を持て」です。目標を達成しようとする強い
気持ちがビジネスを成功に導くのだと分かりました。ご自身の体験を
元に貴重なお話をうかがい、私の夢の実現に向け、勉強や部活動を
頑張りたいと思いました。

●ロサンゼルスは、降雨量が少ないという強みを生かして、エンターテイ
メントや映画産業が盛んであることを知りました。マイナス要因を逆手
に取り、プラスの結果に繋げることは、私の住む地域でも活用できるの
ではないかと感じました。今後の販売実習等で地域との関わりの中で、
地域の魅力を発見していこうと思いました。

●高校交流では、食、スポーツ、学校行事、趣味等で盛り上がりましたが、
会話の楽しさと同時に伝えることの難しさも感じました。現地の日本人
ガイドの方から、「アメリカで生活しているからといって、自然に英語
が話せるようにならない。勉強は絶対必要。英語の勉強は苦手でも好き
でいることが大切。」と、アドバイスをいただきました。この言葉を胸
に、今後の英語の学習に励みたいと思いました。

令和元年度（２０１９年度）の基金活用事業の概要と成果


